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福島県農村振興課

近
年
、
農
村
地
域
で
は
、
過
疎
化
、

高
齢
化
等
に
伴
い
集
落
機
能
が
低
下

し
て
き
て
お
り
、
地
域
の
共
同
活
動

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
多
面
的

機
能
の
維
持･

発
揮
に
支
障
が
生
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
水
路
等
の
保
全
管

理
に
対
す
る
担
い
手
農
家
の
負
担
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
に
地
域

の
農
業
者
等
が
取
り
組
む
共
同
活
動

を
支
援
す
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
（
現
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
内
で
は
、
平
成
27
年
度
実

績
で
53
市
町
村
、
１
，
２
８
７
組
織

に
お
い
て
、
県
内
農
振
農
用
地
面
積

の
約
40
％
に
あ
た
る
５
７
，
８
８
４

ha
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
資
源
の
保

全
と
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を

図
る
た
め
、
新
た
な
取
組
の
拡
大
と

既
取
組
組
織
の
活
動
継
続
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
制
度
の
更
な

る
周
知
を
図
る
た
め
市
町
村
担
当
者

会
議
や
方
部
別
研
修
会
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
組
織
化
に

よ
る
体
制
の
強
化
、
外
部
委
託
を
活

用
し
た
事
務
負
担
の
軽
減
や
現
地
確

認
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
現
地
調

査
の
効
率
化
な
ど
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

特
に
、
広
域
組
織
化
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
ha
以
上
の
規
模
を
持
つ
大
き

な
活
動
組
織
に
す
る
こ
と
で
、
申
請

手
続
き
な
ど
を
効
率
的
に
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
施
設
の
長
寿

命
化
に
対
す
る
優
遇
措
置
、
多
様
な

人
材
に
よ
る
活
動
の
拡
大
、
持
続
的

な
組
織
体
制
の
確
立
な
ど
の
利
点
が

あ
り
、
県
内
で
は
、
6
市
町
村
7
組

織
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
部
組
織
へ
の
事
務
委
託

は
、
経
理
や
活
動
記
録
の
整
理
等
を

Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区
や
団
体
職
員
Ｏ

Ｂ
な
ど
、
事
務
処
理
を
適
切
に
行
え

る
方
に
委
託
す
る
も
の
で
、
委
託
の

費
用
を
集
落
に
交
付
さ
れ
る
交
付
金

に
よ
り
充
当
す
る
こ
と
で
、
現
在
１

０
０
組
織
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
市

町
村
や
活
動
組

織
の
現
地
調
査

を
効
率
化
す
る

た
め
、
農
地
の

地
目
や
面
積
な

ど
の
確
認
作
業

を
携
帯
端
末
の

地
図
を
見
な
が

ら
行
う
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
作
成
し
て
お
り
、
一
部
組
織
で

活
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
の

維
持
・
発
揮
の
た
め
、
広
域
組
織
化

や
外
部
事
務
委
託
な
ど
を
含
め
た
共

同
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
事
業
内
容
や
活
動
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
各
農
林
事
務

所
農
村
整
備
部
や
市
町
村
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
村
振
興
課
】

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
坂
本

地
区
は
、
白
河
市
の
東
部
（
旧
東
村
）

に
位
置
す
る
水
田
地
帯
で
、
平
成
23

年
度
か
ら
３
５
．
９
ha
の
区
画
整
理
、

農
道
・
農
業
用
用
排
水
施
設
等
の
整

備
を
行
い
、
今
年
度
事
業
完
了
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
8
月
25
日
の
権
利
者
会
議
も

無
事
終
了
し
、
現
在
は
、
換
地
処
分

に
向
け
た
最
終
的
な
処
理
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
の
完
了
に
よ
り
、
担
い
手

農
家
へ
の
集
積
向
上
率
は
50
％
を
超

え
る
予
定
で
、
権
利
者
の
皆
様
か
ら

は
、
「
以
前
よ
り
農
作
業
が
楽
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

地
区
の
規
模
は
決
し
て
大
き
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
事
業
着
手
以
来
、
地
域

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

数
々
の
問
題
や
課
題
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
、
残
さ
れ
た
補
完
工
事
を

し
っ
か
り
と
行
う
と
と
も
に
、
農
業

経
営
の
体
質
強
化
に
向
け
た
体
制
づ

く
り
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

【
県
南
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部
】

平
成
28
年
９
月
５
日
か
ら
９
日
に

か
け
、
農
林
水
産
省
「
消
費
者
の
部

屋
」
お
い
て
「
岩
手
県
・
宮
城
県
・

福
島
県

農
業
農
村
復
旧
復
興
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
状
況
、

５
年
間
の
農
業
農
村
の
復
旧
状
況
、

復
興
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
や
各
県

か
ら
の
応
援
隊
の
活
動
状
況
等
、
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
３
日
目
に
は
、
復
興
米
配
布

開
始
式
を
行
い
、
県
農
村
計
画
課
菊

地
課
長
を
は
じ
め
各
県
関
係
課
長
か

ら
復
旧
復
興
支
援
へ
の
御
礼
を
す
る

と
と
も
に
三
県
の
復
興
米
と
農
産
物

や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま

し
た
。

復
興
展
で
は
５
日
間
で
延
べ
９
０

０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、

「
東
北
３
県
の
復
興
は
、
農
業
の
再

興
に
か
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

「
農
産
物
を
買
っ
て
支
援
す
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
が
復
興
に
協
力
し
た

い
。
」
「
最
近
は
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も

復
興
の
様
子
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ

う
な
形
で
復
興
の
様
子
が
分
か
っ
て

良
か
っ
た
で
す
。
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
農
村
振
興
課
】

２０１６年（平成２８年）１０月２４日 第６８号

第 ６８ 号

発 行 所

福 島 県 農 林 水 産 部

農 村 振 興 課

多
面
的
機
能
支
払
制
度
の

効
率
的
な
推
進
に
つ
い
て

【特集】

県
内
か
ら
の
便
り

未
来
へ
つ
な
が
る
一
歩

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

事務の委託先

権利者会議の様子整備後の田んぼで実る稲穂

農
林
水
産
省
「
消
費
者
の
部
屋
」

特
別
展
示
を
開
催
し
ま
し
た

三県課長と来場者のみなさん

福島県のパネルを眺める来場者

組織広域化のイメージ

広域組織の設立状況

各県復興米の配布の様子

土地改良区 ６３組織

Ｊ Ａ ２０組織

コンサルタント １７組織

合 計 １００組織

管内 市町村名 面積

会津 西会津町 986ha

会津 柳津町 440ha

会津 金山町 164ha

相双 広野町 210ha

相双 川内村 393ha

いわき いわき市（三和） 401ha

いわき いわき市（愛谷堰) 281ha

合計 ６市町村７組織 2,875ha

○組織広域化のメリット

・書類作成、報告、経理事務の効率化

・施設の長寿命化に対する優遇措置

✓交付金の減額なし（3,666円→4,400円/10a)

✓交付金の上限なし（通常1集落当り200万円）

・集落間で資材や労力の調整が可能

・多様な人材による活動の幅の拡大

・持続可能な組織の確立

・事務担当者の確保が容易
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福島県農村振興課

「
水
土
里
を
育
む
普
及
促
進
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
う
つ
く
し

ま
・
み
ず
ウ
ォ
ー
ク
三
春
大
会
ま
な

ぶ
ん
コ
ー
ス
が
９
月　

日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
、
三
春
ダ
ム
周
辺
の
散
策

し
、
滝
桜
、
三
春
南
部
揚
水
機
場
や

三
春
ダ
ム
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

滝
桜
前
で
は
観
光
ガ
イ
ド
が
地
元

の
歴
史
や
自
身
の
経
験
を
も
と
に
滝

桜
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
揚
水
機
場
で
は
水
の
使
い
方

や
受
益
地
へ
の
供
給
過
程
等
の
説
明

が
あ
り
、
参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に

施
設
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
ダ
ム

堰
の
見
学
で
は
放
水
の
様
子
も
見
ら

れ
、
迫
力
満
点
の
姿
に
感
銘
を
受
け

て
い
る
様
子
で
し
た
。
そ
の
後
も
ダ

ム
周
辺
の
散
策
を
続
け
、
最
後
の
ゴ
ー

ル
地
点
の
三
春
の
里
田
園
生
活
館
で

は
、
地
元
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
三
春
汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

疲
れ
た
身
体
に
染
み
こ
む
よ
う
な
一

杯
は
参
加
者
に
し
か
得
ら
れ
な
い
格

別
な
味
で
し
た
。
【
農
村
振
興
課
】

２０１６年（平成２８年）１０月２４日 第６８号

①
農
村
整
備
総
室

農
村
振
興
課

本
多

隆
太

②
福
島
市

③
農
学
科

④
生
ま
れ
育
っ
た
福
島
県
の
震
災
復
興
に
尽

力
し
た
い
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。
農
業
農

村
整
備
事
業
の
広
報
、
基
盤
整
備
促
進
事
業

等
の
予
算
編
成
・
要
求
・
執
行
状
況
の
把
握

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
誰
か
ら
も
頼
ら
れ
る

よ
う
な
県
職
員
と
な
り
、
よ
り
良
い
福
島
を

創
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

『農
空
間
』と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の

営
み
、
そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の

生
活
、
そ
し
て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長

い
間
に
培
わ
れ
た
伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け

あ
っ
た
空
間
の
こ
と
で
す
。

第
14
回
治
右
衛
門
の
堰
「
あ
じ
さ

い
祭
り
」
施
設
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

【
愛
谷
江
筋
は
ど
こ
か
ら
流
れ
て
く

る
の
か
な
？
】
が
、
平
成
28
年
6
月

28
日
（
火
）
、
い
わ
き
市
立
夏
井
小

学
校
4
年
生
児
童
を
対
象
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
土
地
改
良
施
設
を
バ
ス

で
巡
り
な
が
ら
、
そ
の
役
割
や
保
全

活
動
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
共
に
、

農
業
農
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
に
関

す
る
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
少
し
ず
つ
変

更
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
1
回
あ
じ

さ
い
の
花
咲
く
頃
に
開
催
し
、
14
回

目
を
数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

行
程
は
、
源
門
で
あ
る
愛
谷
堰
頭
首

工
（
写
真
①
）
、
用
水
路
の
除
塵
施

設
（
写
真
②
）
、
湛
水
防
除
事
業
排

水
機
場
（
写
真
③
）
と
順
に
巡
り
、

か
ん
が
い
用
水
が
、
ど
こ
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
し
て
、
流
れ
て
き
て
、
水

稲
に
使
わ
れ
、
そ
し
て
、
排
水
さ
れ

る
の
か
を
現
地
に
て
子
供
達
に
確
認

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
地
域
の
水
田
に
対
し
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
、
安
定
供
給
さ
れ
る
農

業
用
水
は
、
今
か
ら
３
４
０
年
前
に

造
ら
れ
た
用
水
路
で
、
受
益
地
よ
り
、

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
の
夏
井
川
に

設
置
さ
れ
た
全
可
動
式
ロ
ー
ラ
ー
ゲ
ー

ト
（
全
長
１
０
６
メ
ー
ト
ル
）
に
よ

り
取
水
さ
れ
、
い
わ
き
駅
周
辺
の
繁

華
街
を
暗
渠
（
７
８
０
メ
ー
ト
ル
）

で
通
り
、
受
益
地
に
入
る
前
に
、
除

塵
機
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ゴ
ミ
を
除
去

し
て
い
ま
す
が
、
い
わ
き
市
民
が
ど

れ
だ
け
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

か
ん
が
い
施
設
は
、
農
業
水
利
施
設

の
要
で
あ
り
、
土
地
改
良
区
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
組
合
員
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
家
族
、
農
振
地
域
の
多
く
の
住

民
に
そ
の
役
割
等
を
知
っ
て
頂
く
努

力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
毎
年
、
県
い
わ
き
農
林

事
務
所
、
い
わ
き
市
農
地
課
、
県
土

地
連
、
企
業
会
員
、
個

人
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
い
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
、
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

―
愛
谷
堰
土
地
改
良
区
―

農
林
水
産
省
で
開
催
し
た
パ
ネ

ル
展
で
は
、
福
島
県
外
の
方
に
復

旧
復
興
の
状
況
を
見
て
も
ら
い
、

多
く
の
方
々
か
ら
、
ご
意
見
や
励

ま
し
の
声
を
い
た
だ
く
な
ど
、
非

常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
声
を
忘
れ
ず
に
復
興
に
関

す
る
業
務
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
号
も
記
事
の
提
供
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
想

い
の
詰
ま
っ
た
農
空
間
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

【
編
集
担
当
者

Ｒ
・
Ｈ
】

相
双
農
林
事
務
所
農
村
整
備
第
一

課
で
災
害
復
旧
業
務
に
あ
た
っ
て
い

る
福
耕
支
援
隊
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

当
課
で
は
、
被
災
し
た
海
岸
の
復

旧
工
事
や
津
波
被
災
か
ら
の
復
興
を

目
指
す
ほ
場
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

支
援
隊
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
復
旧

工
事
設
計
や
監
督
監
理
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
度
重
な
る
台
風

の
影
響
に
よ
り
波
浪
や
強
風
に
見
舞

わ
れ
て
工
事
が
中
断
す
る
こ
と
が
多

く
、
工
期
内
の
完
成
を
目
指
し
た
綿

密
な
工
程
管
理
が
要
求
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
自
然
環
境
の
制
約
が

厳
し
い
現
場
に
お
い
て
、
北
海
道
の

岡
部
主
査
や
穴
倉
主
査
（
秋
田
県
）

井
上
主
査
（
滋
賀
県
）
、
猶
主
査

（
山
口
県
：
９
月
ま
で
在
籍
・
１
０

月
か
ら
岡
本
主
査
）
の
４
名
が
昼
夜

を
問
わ
ず
相
双
地
方
の
復
旧
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
耕
支
援
隊
情
報

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
ォ
ー
ク
三
春
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

①

所
属
・
氏
名

②

出
身
地

③

学
生
時
代
の
専
攻

④

志
望
動
機
・
担
当
業
務
（
担
当
事
業

名
・
地
区
名
）
・
抱
負

①愛谷堰頭首工を見学する夏井小児童②除塵施設と見頃を迎えたあじさい③排水機場で熱心にメモを取る子供達

ダムの説明に聞き入る参加者

消波ブロック出来型確認中の岡部主査（右）

海岸で段階確認中の井上主査（左）ほ場整備工程会議中の穴倉主査（左端）過積載点検中の猶主査

①
県
北
農
林
事
務
所

農
地
計
画
課

茂
木

さ
や
か

②
群
馬
県
前
橋
市

③
環
境
都
市
工
学
科

④
農
業
土
木
職
員
と
し
て
働
く
上
で
最
も
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
だ
と
考
え
、
志
望
し
ま

し
た
。
県
単
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
伊
達
西
根
堰
地
区
を
担
当
し

て
お
り
、
水
路
の
補
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
々
の
業
務
の
中
で
も
常
に
学
ぶ
姿
勢
を
心

が
け
、
一
人
前
の
県
職
員
と
し
て
福
島
の
復

旧
復
興
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
県
中
農
林
事
務
所

農
地
計
画
課

齋
藤

祐
揮

②
神
奈
川
県
横
浜
市

③
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科

④
両
親
の
出
身
が
福
島
県
で
あ
り
、
幼
少
期

か
ら
馴
染
み
深
い
場
所
に
何
か
の
形
で
貢
献

し
た
い
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。
国
土
調
査
、

ふ
く
し
ま
の
農
育
普
及
促
進
事
業
、
砂
利
採

取
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
「
巧
遅
は
拙

速
に
如
か
ず
」
の
精
神
で
、
ス
ピ
ー
ド
重
視

の
業
務
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
上
司
は
非

常
に
優
秀
な
方
々
で
す
の
で
、
ト
ラ
イ
ア
ン

ド
エ
ラ
ー
の
積
み
重
ね
で
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
！

①
会
津
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課

佐
藤

良
平

②
福
島
市

③
共
生
環
境
課
程

④
福
島
県
の
復
興
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い

志
望
し
ま
し
た
。
ス
ト
マ
ネ
事
業
の
関
山
地

区
と
た
め
池
整
備
事
業
の
天
屋
地
区
、
八
神

沢
地
区
を
担
当
し
て
お
り
、
水
路
と
た
め
池

の
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
声
を
よ

く
聞
き
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
職
員
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
相
双
農
林
事
務
所

農
村
整
備
第
一
課

山
崎

貴
大

②
福
島
市

③
数
理
科
学
科

④
農
業
の
根
本
で
あ
る
農
村
整
備
に
携
わ
り

た
い
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。
海
岸
災
害
復

旧
事
業
小
沢
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
県

職
員
と
し
て
、
今
後
多
く
の
事
を
吸
収
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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